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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」

※出典 TSC Foresight 再生可能エネルギー熱利用への期待と課題 https://www.nedo.go.jp/library/ZZNA_100091_00001.html

再エネ熱の面的熱利用の普及のための課題

課題

⚫ スケールメリットの最大化

⚫ 複数種の熱源/需要家の統合によりシステム効率の
向上

⚫ 再エネの変動性に対する需給平準化

⚫ 低温度帯の再エネ熱を最大限かつ経済的な活用

⚫ 共通課題（基盤技術）









各テーマ名

①-再生可能エネルギー熱の面的利用を低コスト化・高効率化させる熱源水ネットワーク配管・制御
システムの開発（日鉄エンジニアリング）1

①-
複数需要家を対象にした再生可能エネルギー熱の面的利用技術の開発（鹿島建設）

2

①-高温ATESシステムの安定的利用に資する適地評価とモニタリング手法および低価格システム設
計の技術開発（大阪公立大学）3

①-
消雪井戸における取水深度の特定技術の開発（金沢大学、エオネックス）

4

①-潮汐変化を活用した非開削工法による水平型地中熱交換器の飛躍的性能向上（三菱マテリ
アルテクノ、秋田大学、バイオテックス）5

①-高温冷温熱源の面的利用のための超高効率太陽光集熱システムの研究開発（ファインセラミッ
クスセンター、ＯＭソーラー、寺田鉄工所）6

②-
1

帯水層蓄熱を中心とした面的熱利用によるZEB及びZEH-Mの運用に係わる技術開発（日本
地下水開発、ゼネラルヒートポンプ工業）

③-
1

地方における再エネ熱面的利用促進に資する導入支援技術の開発（産業技術総合研究所）

③-
2

デジタルツインを活用した再エネ熱面的利用システムの見える化ツール／導入効果評価シミュレー
ター／最適運用エミュレーターの開発（北海道大学、東京大学）
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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」

本プロジェクトの成果等、エネ熱利用の導入普及方策を検討するための情報を整
理する目的で調査も実施しています。（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）






